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Abstract
  The aim of this paper is to address the problem regarding the relation between 
socioeconomic circumstances and environmental awareness among people, and to 
clarify some conclusions reached. Research involved a questionnaire survey concerning 
the remarkable jump in gasoline prices experienced in 2008, and how it influenced 
automobile use among consumers. Some of the findings are as follows. 
  （１）  The frequency of automobile use decreased among more than half the 
respondents with the sharp rise of gasoline prices.
  （２）  The half of respondents in（ 1 ）, who had decreased the frequency of use, 
continued to reduce their use of automobiles even after prices fell to previous 
rates.
  （３）  The group that reduced use, showed signs of gaining higher environmental 
awareness.
  （４）  Also, in the group of people that did not reduce use, environmental awareness 
increased in relation to the jump in gasoline price.
  （５）  The ways of coping with environmental considerations differ between the group 
that reduced automobile use, and the group that did not reduce.
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軽油 35,869 1,267 37,136
重油 54,790 54,790
LPG 2,956 30,501 33,457
その他 695 10,095 10,790











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５） 「鉄道の利用促進を目的としたモビリティ・マネジメントの取組と課題」　木内 徹・土井 勉・
藤井 聡　土木学会論文集D　vol64　No. １　PP111-121　2008年
６） 総務省統計局HP　価格の動向　自動車ガソリン（銘柄符号：7301）の東京都区部の小売価格（昭
和41年〜最新月）http://www.stat.go.jp/data/kouri/8.htm
７） 『平成20年版　環境循環型社会白書』　環境省　日経印刷株式会社　2008年８月
８） 『エネルギー白書　2008年版』　経済産業省　山浦印刷株式会社　2008年９月
９） 『人と街を大切にするドイツのまちづくり』　春日井道彦　学芸出版社　2000年
註１ 　環境省の「エコ社会実験」では，「京都議定書目標達成計画」にも位置付けられている通
勤交通マネジメントに関し，モビリティ・マネジメント（MM）によるエコ通勤に取り組む
企業等の提案に対して助成する代わりに，CO2排出削減量を報告してもらおうとするもので，
仮駐車場の整備や自転車レンタル，車の相乗りシステムなどが想定されている。環境省HP
（http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=10836）
註２ 　平石らの調査は2002年に神奈川県藤沢市の市民2000名を住民台帳から無作為抽出し，郵送
配布・回収により実施された。有効回答数は340票（回収率17.0％）である。
註３ 　木内らのアンケート調査は，①TFP群と制御群に対するアンケート調査を実施し，その後
に②事後の心理・交通行動測定のためのアンケート調査を実施するという２段階で行われた。
調査の回収率は，2005年の山陽電鉄東二見・西二見駅周辺住民の調査では①が配布707世帯・
回収299世帯・回収率42％，②が配布249世帯，回収183世帯，回収率73％であった。また，
能勢電鉄平野駅周辺住民に対して2006年に実施された調査では，①が配布1500世帯・回収
633世帯・回収率42％，②が配布180世帯，回収135世帯，回収率75％であった
註４ 　中川らのアンケート調査は，2005年に山陽電気鉄道の東二見駅・西二見駅の周辺住民750
世帯に対して２度実施された。１回目は有効配布数707世帯，有効回収299票で回収率42％，
１回目の回答者のうちにさらに協力を得られた249世帯に対して２度目の調査を実施し，183
票（回収率73％）を回収している。
註５ 　高山らによるアンケート調査は金沢市で2001年に実施されたもので，９月から11月にかけ
て一般市民31名，学生32名に対して１週間の利用回数記録や自動車走行距離記録を含めたア
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ンケート調査を行なっている。
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